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エレクトロスピニング法によるバイオポリマー / PVA 複合ナノファイバーの調製 
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緒言 
近年, ナノテクノロジーの発展にともないナノファ

イバーへの関心が急速に高まってきている。ナノファ

イバーは大きな比表面積を持つことなどから, 従来の

繊維にはない特有の効果が生まれるため IT, バイオ, 
環境分野など様々な分野への応用が検討されている。

一方, ナノファイバーの製造方法のひとつにエレクト

ロスピニング法 (以下, ES 法) が挙げられる。ES 法と

は, ポリマー溶液に高電圧を印加してノズルの先端か

ら噴出させ, ポリマー溶液を極細化すると同時に溶媒

を蒸発させ, 続いてポリマーを捕集することにより, 
ワンステップで超極細繊維からなる不織布を得る方法

である。本研究では, ES 法によりPVA (ポリビニルア

ルコール) を用いてナノファイバーの作製をおこなっ

た。また, 溶液濃度, 印加電圧, 電極間距離, ポリマー

溶液供給速度およびノズル内径が, 得られるファイバ

ーのモルフォロジーへ与える影響について調査した。    
さらに, バイオポリマーと PVA との複合ナノファイ

バーの作製に関しても検討した。 
実験 
 試料にはPVA (クラレポバール PVA-217 株式会社

クラレ) を用い, また実験には Fig.1 に示す ES 装置

を用いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1. electrospinning apparatus 
実験はまず, 5 , 8 , 10 , 12 , 16 wt% のPVA 水溶液

を調製しこれを試料とした。次に, シリンジにサンプ

ルを約 1.0 mL 入れ, シリンジ内の空気を抜いた後, 
針先を平らに加工した注射針を取り付けシリンジポン

プに固定した。シリンジポンプの電源を入れ, feed 
rate, および volumeを設定した後, 送液を開始した。

その後, 高電圧電源装置の電源を入れ, 電圧を設定電

圧まで上げ, 針先とターゲット間に高電圧を印加して

紡糸を行った。実験条件は, 印加電圧を 10, 12, 15, 

18kV, 電極間距離を 10, 15, 20cm, 供給速度を 0.20, 
0.25, 0.30mL/h, ノズル内径を0.40 mm (23 G) , 0.22 
mm (27 G) とした。 
また, バイオポリマーと PVA との複合ナノファイ

バー作製に関しては, 試料には PVA およびペクチン

を用いた。実験はまず, PVA およびペクチンの10wt%
混合溶液を調整し, PVA とペクチンの割合をそれぞれ

変化させた。実験条件は, 印加電圧を15, 18, 20kV, 電
極間距離を15cm, 供給速度を0.30mL/h,とした。 
作製した PVA ナノファイバーは, 走査型電子顕微

鏡 (SEM) を用いて観察した。 
結果および考察 
まず, PVA の紡糸に関しては, 印加電圧の増加およ

び電極間距離の減少に伴い, ファイバー径が小さくな

り, ファイバー径の均一性が増加した。また, ノズル

内径が小さいほどファイバー径が小さくなった。さら

に, 濃度変化によりビーズの発生が確認された。しか

しながら, 供給速度の変化による影響はほとんど確認

できなかった。バイオポリマーと PVA との複合ナノ

ファイバー作製に関しては, ペクチンの割合の増加に

伴いビーズの発生率が増加した。 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2. SEM image of PVA fiber 
 以上, 本研究において, ES 法を用いて紡糸行った結

果, 印加電圧・溶液濃度などの各因子を変化させるこ

とや, ポリマーをブレンドすることによって得られる

ファイバーのモルフォロジーを変化させることがで

きた。今後は, ビーズを減少させるための最適条件の

検討, ならびに異なるポリマーでの紡糸を実施する予

定である。 
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